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研究成果の概要（和文）：経済発展における制度的要因の重要性は広く知られている。本研究課題では、政治体
制と契約履行制度の役割に着目し、主に次の3つの研究テーマに取り組んだ。（1）異なる政治体制のもとで、民
族的多様性が公共財供給（健康水準）にどのような影響を及ぼすのかについて理論的・実証的に検証した。
（2）民主化が政府の行動にどのような影響を及ぼすのかについて実証的観点から研究した。（3）契約履行制度
がいかなる経済環境の下で出現するのかについて検討した。

研究成果の概要（英文）：It is well-known that institutional quality has an important role in 
economic development. We have focused on the roles of political regimes and contract enforcement 
institutions and have mainly investigated the following three research topics. First, we have 
theoretically and empirically studied how ethnic diversity affects public good provision (health 
condition) in different political regimes. Second, we have empirically researched the effects of 
democratization on governments’ behaviors. Finally, we have investigated under what economic 
conditions contract enforcement institutions would emerge.

研究分野：経済学
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１．研究開始当初の背景 
 
経済発展における制度的要因の重要性は多
くの経済学者の指摘するところである。慣習
や法、政治体制などといった制度的要因は、
市場の役割を補完するものとして機能して
おり、制度の質の改善が円滑な経済活動、ひ
いては経済発展につながると考えられてい
る。一方で、制度の質は多岐にわたっており、
その役割について検討するべき課題が依然
として多い。本研究課題では、制度の中でも
政治体制と契約履行制度に着目し、それらと
経済発展の間にどのような関係が存在する
のかについて研究を進めた。 
 
２．研究の目的 
 
上記の研究状況を背景として、本研究課題で
は、具体的に次の 3つの研究テーマに取り組
んだ。（1）異なる政治体制の下で、民族的多
様性が公共財供給（健康水準）にどのような
影響を及ぼすのかについて理論的・実証的に
検証した。（2）民主化が政府の行動にどのよ
うな影響を及ぼすのかについて実証的観点
から研究した。（3）契約履行を担保する制度
がいかなる経済環境の下で出現するのかに
ついて検討した。 
 
（1）民族的多様性と政治体制が公共財供給
（健康水準）に与える影響 
 
民族的多様性と政治体制がそれぞれ公共財
供給にどのような影響を及ぼすのかについ
ては、多くの既存研究が存在する。公共財供
給は、民族的多様性が高い場合、民主主義の
程度が低い場合に減少することが知られて
いる。一方で、民族的多様性と政治体制を同
時に考慮した研究は少ない。そこで、本研究
テーマでは、民族的多様性が公共財供給に与
える影響が、政治体制ごとに異なる可能性を
検討する。 
 
（2）民主化が政府支出に与える影響 
 
民主化とは非民主主義体制から民主主義体
制への制度変化を意味する。ある国が民主化
するとその国の政府はより再分配的な政策
を実行することが理論的に示唆されている。
一方で、現実には政府は必ずしもそのような
行動をとらないという主張も存在する。そこ
で、本研究テーマでは、政府支出の総計だけ
ではなく、健康・教育・軍事など政府支出の
各項目について、民主化がどのような影響を
及ぼすのかを実証的観点から検証している。
先行研究の多くは政府支出の総計だけに注
目しているが、本研究テーマでは政府支出の
総計に加えて、健康・教育・軍事などの細目
も検討することで、民主化の政府支出への効
果をより詳細に検討している点に貢献があ
る。 

 
（3）契約履行制度の出現 
 
制度の質の改善が経済発展をもたらすとい
う主張は広く受け入れられているが、制度の
質の中でも所有権の保護が経済発展に極め
て重要な役割を担っていることが知られて
いる。一方で、所有権制度を含む契約履行制
度がどのような経済環境の下で確立してき
たのかについても検討する必要がある。そこ
で、本研究テーマでは、契約履行制度がいか
なる条件の下で出現するのかを検討した。 
 
３．研究の方法 
 
（1）民族的多様性と政治体制が公共財供給
（健康水準）に与える影響 
 
本研究テーマでは、民族的多様性が公共財供
給に与える影響が政治体制ごとに異なる可
能性を理論的・実証的観点から検証している。
理 論 分 析 で は 、 市 民 候 補 者 モ デ ル
（Citizen-candidate model）において、民
主制・独裁制という異なる政治体制を考慮し
た。個人間に政策の選好の異質性が存在する
とき、民族的多様性が政治家・政策の選択に
どのような影響を及ぼすのかを考察してい
る。実証分析では、1960－2010 年の 157 ヶ国
のパネルデータを使用し、公共財の質として
健康指標（乳児・乳幼児死亡率、平均寿命）
を考えている。計量経済学的分析を用いて、
理論分析から導かれた結果の妥当性を検証
した。 
 
（2）民主化が政府支出に与える影響 
 
本研究テーマでは 1972－2010 年の 125 ヶ国
のパネルデータを使用して、民主化が政府の
行動にどのような影響を及ぼすのかについ
て 検 証 し て い る 。 差 の 差 モ デ ル
（difference-in-differences model）を用
い、民主化から政府支出への影響の因果関係
をより厳密に推定している。また、政府支出
の変化が民主化に影響を及ぼす可能性があ
り、このような逆因果性に起因する問題に対
処するため、操作変数推定を行った。操作変
数には、1970 年代から発生した「民主化の第
三の波」の議論に基づき、同一地域内で民主
化した国の数（厳密には平均値）を利用して
いる。 
 
（3）契約履行制度の出現 
 
本研究テーマでは、契約履行を担保する制度
がどのような経済環境の下で出現するのか
について考察している。理論分析では、土地
所有者と農民の間のゲーム理論的状況を想
定し、契約履行制度が内生的に決定されるモ
デルを提案した。また、制度の質が改善する
につれて、国内の不平等度がどのように変化



するのかについても検討している。最後に、
理論分析から得られた結果の妥当性につい
て、1985－2009 年の 115 ヶ国のデータを用い
て検証した。 
 
４．研究成果 
 
（1）民族的多様性と政治体制が公共財供給
（健康水準）に与える影響 
 
理論分析では、①支配的な民族が存在する場
合の民主制、②支配的な民族が存在しない場
合の民主制、③独裁制、の 3つの状況を想定
した。①と③では、既存研究と同様に、民族
的多様性と公共財供給の間に負の関係が存
在する。一方で、②では、民族的多様性と公
共財供給の関係が非単調となる。具体的には、
民族的多様性が小さい場合は公共財供給が
多く、その後、民族多様性が上昇するにつれ
て公共財供給は減少するが、民族的多様性が
ある閾値を超えると公共財供給は増加する
という関係である。実証分析では、理論分析
から導かれた結果が成立することを明らか
にした。研究成果は国際的学術誌Research in 
Economics に掲載された。 
 
（2）民主化が政府支出に与える影響 
 
実証分析の結果から、民主化は政府支出の総
計には影響を及ぼさない一方で、健康支出の
増加、軍事支出の減少をもたらすことが明ら
かとなった。また、軍事支出は民主化直後か
ら減少するが、健康支出の増加は民主化して
数年経た後に観察される。軍事・健康支出以
外の支出についても検討したが、民主化が与
える影響は限定的であった。研究成果は国際
的学術誌 Journal of Economic Behavior and 
Organization に近刊予定である。 
 
（3）契約履行制度の出現 
 
理論分析から、生産性の高い経済では、契約
履行を担保する制度が内生的に出現し、それ
により土地所有者と農民の間の非効率な土
地配分が是正されるような協力関係が促進
されることが明らかとなった。一方で、生産
性の低い経済では、このような制度、協力関
係は発生しない。生産性が中程度の場合、複
数均衡が生じ、高い均衡では制度が出現する
が、低い均衡では出現しない。このような制
度の質と生産性の関係は実証結果とも整合
的である（図 1参照）。 
 

 

図 1：制度の質と生産性 
 
また、理論分析では、制度の確立により不平
等度が低下することも明らかとなった。この
点も実証結果と整合的である（図 2参照）。 
 

 

図 2：不平等度と制度の質 
 
研究成果は国際的学術誌 Pacific Economic 
Review に近刊予定である。 
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